
  2014年度社会連携機構　自己点検・評価報告書

第１章　理念・目的

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関等の理念・目的は適切に設定されているか

b ●当該付属機関・委員会の理念・目的は、
建学の精神、目指すべき方向性等を明ら
かにしているか。
　【約１００字】

　社会連携機構は，本大学における教育研究活動を通じた地域連携
活動の支援，生涯学習機会の提供等を推進することによって，地域
社会の活性化及び社会の発展に寄与することを目的として設立され
ている【1-37-9】。

1-37-9 明治大学社会
連携機構規程

　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。
●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を評価する項
目です。

評価

Alt＋Enterで箇条書きに

発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「改善を要する点」に対する発展計画「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

◎高等教育機関として大学が追及すべき
目的（建学の精神，教育理念，使命）を踏
まえて、当該付属機関・委員会の理念・目
的を設定していること。
　【約５００字】

a 1-37-1 明治大学社会連
携機構規程
1-37-2 明治大学リバ
ティアカデミー要綱
1-37-3 明治大学地域連
携推進センター要綱
1-37-4 社会連携機構に
おける組織体系図
1-37-5 2014年度リバ
ティアカデミー講座数・
受講生数
1-37-6「女性のためのス
マートキャリアプログラ
ム」パンフレット
1-37-7 リバティアカデ
ミーパンフレット（2014
年度）
1-37-8 地域連携推進セ
ンター事業相関図

○社会連携機構（参照：基準８）
　社会連携機構は，教育，研究と並ぶ３つ目の柱である社会貢献のう
ち社会連携事業を推進するために，本大学の生涯学習機能，地域連携
機能を担う全学的な組織として，幅広い分野の教員，学識経験者や職
員から構成されるよう，社会連携機構規程において定めている【1-37-
1】。本機構は，社会連携担当副学長が機構長であり，機構の下に，大
学の開放及び生涯学習事業の推進に寄与するための「リバティアカデ
ミー」【1-37-2】と地域社会と連携して地域人材の育成や地域課題の
解決を図るための「地域連携推進センター」【1-37-3】の二つの組織
を設置している【1-37-4】。設置の目的である地域連携活動の支援と
生涯学習機会の提供等を推進することで，地域社会の活性化及び社会
の発展に寄与することができるよう，双方の組織から委員を迎え入れ
ている。
　「リバティアカデミー」は，大学の保有する様々な知的資産とその
環境を広く市民に開放することを通じて「開かれた大学」として 1999
年に設立されて以来，本大学教員が講師もしくは講座コーディネータ
として本学の教育・研究成果を継続的・体系的な公開教育プログラム
として社会一般に提供し，2014年度講座開設数は405講座，受講生は１
万9683名であり，継続的安定的に受講生を獲得している【1-37-5】。
推進方針として，量的拡大よりも質的向上をめざし，多様な生涯学習
ニーズに対応するため，履修証明制度を活用した「女性のためのス
マートキャリアプログラム」【1-37-6】，教養文化講座におけるゼミ
形式講座を新規に開設した【1-37-7】。
　「地域連携推進センター」は，地域社会からの幅広い要請に応え，
地域と連携して地域人材の育成や地域課題の解決を図ることにより，
本大学における教育研究の発展と地域社会への貢献を目的としてい
る。連携事業は，「創立者出身地３地域」「キャンパス所在自治体」
を中核に，「連携協定締結自治体」「連携事業実施自治体」「新規連
携希望自治体」の５つのカテゴリーに分け推進している。加えて，学
内諸機関が推進する各種地域連携活動を支援し，開く社会に発信する
ことを実施することとしている。各自治体とは連携協定等に基づき，
連携事業の深化発展を目的とする連携・連絡協議会を設置し，事業推
進しており，地域の活性化に寄与している。地域社会からの要請に応
え，民間企業からの受託事業「地域活性化調査事業」や自治体からの
要請に応えた「自治体受託講座・研修」を実施している【1-37-8】。

　「リバティアカデ
ミー」は，2014年度講座
開設数405講座，受講生
は１万9683名であり，継
続的安定的に受講生を獲
得している。量的拡大よ
りも質的向上をめざし，
多様な生涯学習ニーズに
対応するため，履修証明
制度を活用した「女性の
ためのスマートキャリア
プログラム」，教養文化
講座におけるゼミ形式講
座を開設した。
　「地域連携推進セン
ター」が事業推進する各
自治体とは連携協定等に
基づき，連携事業の深化
発展を目的とする連携・
連絡協議会を設置し，事
業推進しており，地域の
活性化に寄与している。
地域社会からの要請に応
え，民間企業からの受託
事業「地域活性化調査事
業」や自治体からの要請
に応えた「自治体受託講
座・研修」を実施してい
る。

　リバティアカデミーに
おいては，受講生ニーズ
を的確に捉え，そのニー
ズに応えるための履修証
明制度を活用した履修証
明プログラム開設や社会
人の「学び直し」講座設
置など講座展開を検討す
るほか，地域連携事業の
一環としての生涯学習機
会提供の観点から，地域
連携推進センターと連携
連動した事業推進を検討
する。

　学内諸機関及び地域連
携推進センターが推進す
る地域課題の解決や地域
社会と連携した地域人材
育成等の地域連携活動に
ついて調査・把握のう
え，情報公開したが，集
積した情報がデータベー
ス化されておらず，必ず
しも全学的地域連携事業
のハブ的機能を果たすこ
とには至っておらず，地
域連携推進センターが目
的とする地域連携活動
が，本大学における教
育・研究活動の発展に充
分に結びついているとは
言い難い。

　学部等学内諸機関及び
専任教職員がが推進する
地域連携活動等について
調査・把握し，データ
ベースを構築したうえ
で，広く社会に情報発信
に努めるとともにし，自
治体等地域社会からの要
望や各種補助金助成金の
情報を調査し，マッチン
グを図り，全学的な地域
連携事業のハブ的機能を
果たしていく。
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（２）付属機関等の理念・目的が，教職員及び学生に周知され社会に公表しているか

（３）付属機関等の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか
a ●理念・目的の適切性を検証するに当た

り、責任主体・組織、権限、手続きを明確
にしているか。また、その検証プロセスを
適切に機能させているか。
　　　　　　　　　　　【約３００字】

　社会連携機構会議・リバティアカデミー運営委員会・地域連携推
進センター運営委員会の各委員会において，事業計画段階での適切
性について審議したうえで，事業実施している。事業実施後は事業
結果の検証・評価【1-37-18】【1-37-19】【1-37-20】を行ってい
る。また，実施する事業について，適切性を図りながら円滑に推進
するために，各委員会の役職者で構成する社会連携機構スタッフ会
議を2014年度は12回開催し，機構内の責任主体・組織，権限，手続
を明確にしている【1-37-21】。また，学長方針に基づく「教育・
研究に関する年度計画書」において，社会連携ポリシーや重点事業
項目の適切性について検証している【1-37-21】【1-37-22】。
　社会連携・社会貢献を推進する学内他機関との連携が必ずしも十
分に機能しているとは言い難い。
　

　 　学長方針に基づき作
成する「教育・研究に
関する年度計画書」に
おいて，社会連携ポリ
シーや社会貢献事業に
おける社会連携活動に
ついて，明確な理念・
目的に基づき事業推進
しているが，社会連
携・社会貢献を推進す
る学内他機関との連携
が十分に機能している
とは言い難い。

　 　社会連携・社会貢献
を推進する学内諸機関
と連携し，社会貢献活
動を推進することで，
社会連携機構の理念・
目的の適切性を検証し
ていく。

1-37-18 社会連携機構
会議議事録
1-37-19 リバティアカ
デミー運営委員会議事
録
1-37-20 地域連携推進
センター運営委員会議
事録
1-37-21 社会連携機構
スタッフ会議議事メモ
1-37-22 学長方針

① 構成員に対する周知方法と有効性
　2011年度に文部科学省と共催した「熟議」手法を活用した地域住民
との連携・交流を通じた地域活性化への政策提言を目的とする課題解
決型プログラムである，鳥取県，天童市及び鯖江市への学生派遣プロ
グラムを実施し，参加学生及び受入れ自治体関係者から好評を博した
【1-37-10】【1-37-11】。地域連携推進センターが掲げる，大学と地
域との連携事業を学生に理解させ，また本大学の知を地域に発信する
ことを通じて地域課題の解決に寄与することができた。地域連携推進
センターは，ホームカミングデーにおいて連携事業実施自治体と連携
し，「食」を通した６自治体の情報発信を行った【1-37-12】【1-37-
13】。また，学部等諸機関，専任教職員及び事務部署を対象に地域連
携活動等調査を2013年度に引き続き実施した【1-37-14】。
② 社会への公表方法
　社会連携機構の事業体系に沿って，リバティアカデミーと地域連携
推進センターについて，それぞれの事業推進方針・事業体系をわかり
やすく閲覧できるよう公開している。
　リバティアカデミーホームページは，申し込みから受講料決済まで
できることなど多くの評価を得ているが，講座風景を掲載することに
より，いかに実践的で幅広い講座を有しているかを社会にアピールし
ている。あわせてfacebookも開設している【1-37-15】。
　地域連携推進センター事業については，実施報告書を作成し，その
内容をホームページで公開することで，情報発信を徹底している。ま
た，学部等諸機関，専任教職員及び事務部署を対象に実施した地域連
携活動等調査結果について社会連携機構ホームページで学内外に情報
発信した【1-37-16】。地域連携推進センター，リバティアカデミー事
業のそれぞれの理念・目的・活動報告については，以上のように社会
に周知・公表したほか，総括する社会連携機構の理念・目的・組織・
活動報告等を周知広報する点については，社会連携機構紹介リーフ
レットを2014年7月に作成し，社会一般に向けて広く周知・公表した
【1-37-17】。

◎公的な刊行物、ホームページ等によっ
て、教職員・学生、受験生を含む社会一般
に対して､当該大学・学部・研究科の理念・
目的を周知・公表していること
                　　　　　【約１５０字】

a 1-37-10 創立者出身地へ
の学生派遣プログラム
2014実施報告書
1-37-11 明治大学広報第
672号
1-37-12 ホームカミング
デーパンフレット28頁
1-37-13 明治大学広報第
673号
1-37-14 地域連携活動等
調査
1-37-15 リバティアカデ
ミーホームページ
https://academy.meiji.
jp/
1-37-16 地域連携活動等
調査結果
1-37-17 社会連携機構
リーフレット

　地域連携推進セン
ター，リバティアカデ
ミーを総括する社会連携
機構の理念・目的・組
織・活動報告等を周知広
報するために，社会連携
機構紹介リーフレットを
作成し，社会一般に向け
て広く周知・公表した。

　社会連携機構紹介リー
フレットで周知公表する
内容・配付方法を検証
し，効果的な広報に努め
るとともにリーフレット
以外の媒体による周知公
表方法についても検討す
る。

　地域連携推進センター
が実施する地域連携活動
等調査結果の公表方法に
ついては，ホームページ
上でデータベース化され
て公表できていないこと
から二次活用が難しい。

　　地域連携推進セン
ターが実施する地域連携
活動等調査結果の公表方
法については，教員デー
タベース等との連動によ
る公開方法について協議
検討するほか，有効活用
できる公表方法を検討す
る。
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（Ⅰ-２）理念・目的に基づいた特色ある取り組み
○個性化への対応
　リバティアカデミーでは，社会連携を意識した実践的講座や幅広
い教養講座の充実を図るために，全学的協力体制を敷いている。学
部・大学院，キャンパスごとの個性を活かした知を社会に還元して
いくため，リバティアカデミーの下に学部・大学院専任教員からな
る専門部会を設置し，講座の充実などに関するカンファレンスをお
こなった【1-37-23】。中野キャンパス専門部会及び生田キャンパ
ス・黒川農場専門部会を設置し，2013年度からは中野キャンパス及
び生田キャンパスでリバティアカデミー講座を開設している【1-
37-24】。推進方針として，量的拡大よりも質的向上をめざし，多
様な生涯学習ニーズに対応するため，教養文化講座でゼミナール形
式の講座を開設したほか，2014年度は履修証明制度を活用したプロ
グラムを開設するために履修証明プログラム専門部会を設置し，
2015年4月から履修証明プログラム「女性のためのスマートキャリ
アプログラム」を開設した。さらに，リバティアカデミー新規入会
者獲得及び既存会員への特典として開設するオープン講座について
も分類・整理し，開設方針の見直しを図り，一部有料化した【1-
37-25】。
　地域連携推進センターでは，本大学創立者出身地３地域との連携
事業及びキャンパス所在自治体との連携事業を中核としながら，こ
れまでに連携実績のある地域に加えて，「創立者出身地３地域」
「キャンパス所在自治体」「連携協定締結自治体」「連携事業実施
自治体」「新規連携希望自治体」の５つのカテゴリーに分け，事業
推進した【1-37-26】。

　リバティアカデミー
事業推進における推進
方針として，量的拡大
よりも質的向上をめざ
し，多様な生涯学習
ニーズに対応するた
め，教養文化講座でゼ
ミナール形式の講座を
開設したほか，2015年
4月からは履修証明プ
ログラム「女性のため
のスマートキャリアプ
ログラム」を開設し
た。さらに，リバティ
アカデミー新規入会者
獲得及び既存会員への
特典として開設する
オープン講座について
も分類・整理し，開設
方針の見直しを図っ
た。

　リバティアカデミー
講座における実践的か
つ幅広い教養の提供と
いう点では成功してい
る。受講生の継続的な
学習を奨励する結果と
して，称号授与者の人
数は増えているが，学
部教育レベルを超え，
大学院レベルの内容を
求める傾向が多くなる
など多様な生涯学習
ニーズに応えるための
講座体系・形式を検討
していく。また，企業
受託研修，寄付講座な
ど外部資金を用いた講
座を積極的に展開して
いく。

1-37-23 リバティアカ
デミー運営委員会専門
部会について
1-37-24 リバティアカ
デミーパンフレット
（2014年度）
1-37-25 リバティアカ
デミーパンフレット
（2015年度春期）
1-37-26 地域連携推進
センター事業相関図
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第２章　教育研究組織

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関等の教育研究組織は，理念・目的に照らして適切なものであるか

（２）付属機関等の教育研究組織の適切性について，定期的に検証を行っているか
a ●教育研究組織の適切性を検証するにあ

たり，責任主体，・組織，権限，手続きを明
確にしているか。

●その検証プロセスを適切に機能させて，
改善に結びつけているか。
　【約500字】

　社会連携機構長，副機構長，リバティアカデミー長，副アカデ
ミー長，地域連携推進センター長，副センター長，学術・社会連携
部長に事務局を含めたスタッフ会議を2014年度に12回開催し，社会
連携機構の事業推進方針の策定及びリバティアカデミー，地域連携
推進センターの事業推進の方向性を検討するとともに，機構内の体
制整備のための内規・基準制定等にも取り組んだ【2-37-9】。

2-37-9 社会連携機構
スタッフ会議議事メモ
（2014年度）

Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

　キャンパス所在自治
体との連携事業の推進
方針に基づき，地域連
携推進センターにキャ
ンパス所在自治体ごと
の専門部会を設置し，
連携事業推進について
検討することに加え
て，リバティアカデ
ミーにおいても，地域
連携事業の一環として
の生涯学習機会提供の
観点から，地域連携推
進センターと連携した
事業推進について検討
する。
　キャンパスごとの受
講生ニーズに対応し
た，本大学キャンパス
の特色を活かした講座
展開を推進する。

　 2-37-1 明治大学社会
連携機構規程 第5条
2-37-2 明治大学地域
連携推進センター要綱
第8条
2-37-3 明治大学リバ
ティアカデミー要綱
第8条・第10条
2-37-4 リバティアカ
デミー運営委員会専門
部会について
2-37-5 今後の各キャ
ンパスにおける連携事
業の推進方針について
2-37-6 社会連携機構
スタッフ会議（2014-
12）議事メモ
2-37-7 リバティアカ
デミーパンフレット
（2014年度）
2-37-8 地域連携推進
センター事業計画
（2014年度）

a ①教育研究組織の設置状況は理念・目的
に照らし，適切であるか。学術の進展や社
会の要請と教育との適合性について配慮
したものであるか。

●教育研究組織は，当該大学の理念・目
的を実現するためにふさわしいものである
か。
　【約３００字】

　社会連携機構は，本大学の生涯学習機能，地域連携機能を担う全
学的な組織として，幅広い分野の教員，学識経験者や職員から構成
されるよう，社会連携機構規程で定めている【2-37-1 第5条】。
①教育研究組織の編成原理
　生涯教育，地域連携事業を推進するため，社会連携機構の下にリ
バティアカデミーと地域連携推進センターの二つの組織を設置して
いる。社会連携機構の目的である地域連携活動の支援と生涯学習機
会の提供等を推進することで，地域社会の活性化及び社会の発展に
寄与することがきるよう，双方の組織から構成員を選出している
【2-37-2 第8条】【2-37-3 第8条】。さらにリバティアカデミー運
営委員会の下に，専門部会を設置し，全学的協力体制を築き，生涯
学習機関としての「質」の向上と体制強化さらに，カテゴリー・
キャンパスごとに事業推進する方向性について検討している【2-
37-3 第10条】【2-37-4】。なお，地域連携推進センターにおいて
は，「創立者出身地３地域」「キャンパス所在自治体」「連携協定
締結自治体」などとの連携事業において，個別地域の課題解決（地
域活性化等）を目的としたプログラムや地域連携活動について専門
的に検討する専門部会をおくことができることが規定されている
が，設置には至っていない。2014年度においては，キャンパス所在
自治体との連携強化の重要性に鑑み，各自治体との部会設置に向け
て，まず，キャンパス所在自治体との連携事業の推進方針を策定
し，社会連携機構役職者を各自治体の事業推進担当者として配置し
た【2-37-5】【2-37-6】。
②理念・目的との適合性
　リバティアカデミーは，本大学教員がコーディネータとして「本
大学の教育・研究成果」を継続的・体系的な公開教育プログラムと
して社会一般に提供し，大学の保有する様々な知的資産とその環境
を広く市民に開放することを通じて「開かれた大学」としての姿を
追求している。
　地域連携推進センターは，国・地方公共団体，地域住民等の地域
社会からの幅広い要請に応え，地域社会と連携して地域人材の育成
や地域課題の解決を図ることにより，本大学における教育研究の発
展と地域社会への貢献を，上記目的を達成することを目標としてい
る。
　リバティアカデミー運営委員会、地域連携推進センター運営委員
会ともに、学部・大学院との連関を有し，本大学の教育・研究理念
を運営に反映することに成功している。
③ 学術の進展や社会の要請と適合性
　リバティアカデミーでは，受講生へのアンケート調査によって受
講ニーズを把握しながら，生涯学習とグローバル化の要請を意識し
た運営，講座設置を行っている【2-37-7】。受講ニーズに対応すべ
く，履修証明制度を活用した「女性のためのスマートキャリアプロ
グラム」を2015年４月に開設した。地域連携推進センターでは，地
域からの要望に応えるため「学生派遣プログラム」等を企画し，本
大学の知を地域に還元することに成功している【2-37-8】。各連携
講座および連携事業の際にアンケートを実施し，その内容を自治体
等と協議することで，次年度以降の事業運営の参考にしている。

　地域連携推進セン
ターにおいては，個別
地域の課題解決（地域
活性化等）を目的とし
たプログラムや地域連
携活動について専門的
に検討する専門部会を
設置するべく，まず，
キャンパス所在自治体
との連携事業の推進方
針を策定し，社会連携
機構役職者をそれぞれ
自治体との推進担当と
して事業推進すること
にした。
　リバティアカデミー
では，受講生へのアン
ケート長をもとに各
キャンパスごとの受講
生ニーズの把握に努め
ている。



  2014年度社会連携機構　自己点検・評価報告書

第３章　教員・教員組織

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関として求める教員像および教員組織の編制方針を明確に定めているか
a ●＜教員像と教員組織の編制方針＞

専門分野に関する能力，教育に対する
姿勢等，大学として求められる教員像を
明らかにしたうえで，当該付属機関の理
念・目的を実現するために，教員組織
の編制方針を定めているか。また，その
方針を教職員で共有しているか。
　　　　　　　【約４００字】

　社会連携機構規程を一部改正し，社会連携機構事業目的を推進す
るための教員（特任，客員）を置くことが可能になったことを契機
に教員任用に向けた「社会連携機構における教員の任用に関する内
規」【3-37-1】，同細則【3-37-2】，「社会連携機構における教員
の任用に関する内規」の特任教員にかかわる資格・審査に関する細
則【3-37-3】を制定し，社会連携機構教員の役割・求められる教員
像を明文化している。
　リバティアカデミーでは，リバティアカデミー要綱11条の規定に
基づき，講師の任用に関し必要な事項をリバティアカデミー講師任
用基準(内規)【3-37-4】にて定めている。明治大学教員任用規程第
２条に規定されている教員，本大学の名誉教授，退職専任教職員・
兼任講師と明記されているように本学教職員を中心にしながら，専
門分野において特に優れた知識若しくは経験を有する者又は事業・
文化・芸能の専門分野において高い才能，技能若しくは職歴を有す
る者を任用することにより，質の高い講座展開を目指す【3-37-4：
第３条】。またリバティアカデミー講師に関するガイドラインに
て，講師の基本姿勢，責務を明示している【3-37-5】。地域連携推
進センターでは，講師の任用基準（内規）を施行した【3-37-6】。
① 教員に求める能力・資質等の明確化
　2006年度に制定されたリバティアカデミー講師任用基準（内規）
及び2014年から施行された地域連携推進センター講師任用基準にお
いて，その資格を明記している【3-37-4 第3条】【3-37-6 第3
条】。
② 教員構成の明確化
　2014年度にリバティアカデミー講座に関わった講師の内訳は学内
講師約200名，学外講師約400名であった【3-37-7】。学内講師につ
いては，所属学部等に対し，講師任用基準（内規）とともに講師一
覧表を提出，周知した。

3-37-1「社会連携機構
における教員の任用に
関する内規」
3-37-2「社会連携機構
における教員の任用に
関する内規」に係る細
則
3-37-3「社会連携機構
における教員の任用に
関する内規」の特任教
員にかかわる資格・審
査に関する細則
3-37-4 明治大学リバ
ティアカデミー講師任
用基準（内規）
3-37-5 リバティアカ
デミー講師に関するガ
イドライン
3-37-6 地域連携推進
センター講師任用基準
（内規）
3-37-7 2014年度リバ
ティアカデミー講師数

b ◎＜組織的な連携体制と責任の所在
＞
組織的な教育を実施する上において必
要な役割分担，責任の所在を明確にし
ていること。
　　　　　　　【約３００字】

③ 教員の組織的な連携体制と教育研究に係わる責任の明確化
　講師委嘱時に配付するリバティアカデミー講師に関するガイドラ
インで，講師としての基本姿勢，責務を明確にしている【3-37-
8】。
　地域連携推進センターで実施する講座について，リバティアカデ
ミー同様に制定した講師任用基準（内規）に基づき，センター長は
地方自治体等からの要望に適した講師を委嘱して講座を実施してい
る。地域連携推進センターが委嘱する講師に対しては，講師として
の基本姿勢，責務が必ずしも明確になってはいない。

　地域連携推進セン
ターが委嘱する講師に
対しては，講師として
の基本姿勢，責務が必
ずしも明確になっては
いない。

　地域連携推進セン
ター講師講師に対す
る，講師としての基本
姿勢，責務を明確にす
るための「講師に関す
るガイドライン」を策
定する。

3-37-8 リバティアカ
デミー講師に関するガ
イドライン

（２）付属機関等の教育課程に相応しい教員組織を整備しているか
教員の編制方針に沿った教員組織の整備
a ◎方針と教員組織の編制実態は整合

性がとれているか。
　　　　【６００～８００字】

① 編制方針に沿った教員組織の整備
　リバティアカデミー講師任用基準に講師の資格を定め，本大学の
公開学習プログラムを提供するに相応しい教員を任用している。
　地域連携推進センターでは，講師任用に関して要綱中の規定に基
づき，これまでの運用を反映する形で制定した講師任用基準（内
規）を施行した【3-37-9】。

3-37-9 地域連携推進
センター講師任用基準
（内規）

Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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第３章　教員・教員組織

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

教員組織を検証する仕組みの整備
b ●教員組織の適切性を検証するにあた

り，責任主体・組織，権限，手続を明確
にしているか。また，その検証プロセス
を適切に機能させ，改善につなげてい
るか。
　　　　【６００～８００字】

② 授業科目と担当教員の適合性を判断する仕組みの整備
　リバティアカデミー要綱に定める事業を推進するために，講座開
設及び開講に関する事項を定めた「講座の開設及び開講基準（内
規）」が制定されている。また，全講座受講生に講座満足度のアン
ケート調査を実施し，講師を評価している。 講座及び担当教員の
適合性については，専門部会で検討し，運営委員会で承認する仕組
みとなっている【3-37-10】。

3-37-10 明治大学リバ
ティアカデミー講座の
開設及び開講基準（内
規）

（３）教員の募集・採用・昇格は適切に行われているか
a ●＜規定に沿った教員人事の実施＞

教員の募集・採用・昇格について，基
準，手続を明文化し，その適切性・透明
性を担保するよう，取り組んでいるか。
　　　　　　　　　【４００字】

① 教員の募集・採用・昇格等に関する規程及び手続きの明確化
　社会連携機構規程を一部改正し，社会連携機構事業目的を推進す
るための教員（特任，客員）を置くことが可能になったことを契機
に教員任用に向けた「社会連携機構における教員の任用に関する内
規」【3-37-11】，同細則【3-37-12】，「社会連携機構における教
員の任用に関する内規」の特任教員にかかわる資格・審査に関する
細則【3-37-13】を制定し，社会連携機構教員の役割・求められる
教員像を明文化している。
　地域連携推進センター要綱に規定するセンター講師の任用基準
（内規）を施行した【3-37-14】。
②　規程等に従った適切な教員人事
　「社会連携機構における教員の任用に関する内規」【3-37-
11】，同細則【3-37-12】，「社会連携機構における教員の任用に
関する内規」の特任教員にかかわる資格・審査に関する細則【3-
37-13】を制定し，社会連携機構教員の役割・求められる教員像を
明文化しており，これらに基づき，社会連携機構客員教員を１名任
用した。
　リバティアカデミー，地域連携推進センターにおいて教育を行う
能力があると認められる者をそれぞれの講師任用基準（内規）に明
記している【3-37-15，3-37-14】。

　教員任用規程をはじ
めとする関係規程及び
社会連携機構教員任用
に関わる内規・細則等
が規定する，手続に則
り，社会連携機構教員
の役割・求められる教
員像に基づき，機構客
員教員を任用した。

　社会連携機構教員任
用に際しては，事業目
的・内容に基づき，規
定された基準手続に
則って，教員人事を実
施する。

3-37-11「社会連携機
構における教員の任用
に関する内規」
3-37-12「社会連携機
構における教員の任用
に関する内規」に係る
細則
3-37-13「社会連携機
構における教員の任用
に関する内規」の特任
教員にかかわる資格・
審査に関する細則
3-37-14 地域連携推進
センター講師任用基準
（内規）
3-37-15 明治大学リバ
ティアカデミー講師任
用基準（内規）

（４）教員の資質の向上を図るための方策を講じているか
教員の教育研究活動等の評価の実施
a ●教員の教育研究活動の業績を適切

に評価し，教育・研究活動の活性化に
努めているか。
　　　　　　　　【４００字】

① 教員の教育研究活動等の評価の実施
　受講生に講座終了時にアンケートを実施し，受講生の満足度を調
査している。そのなかに講座内容や担当講師の項目があり，評価の
対象にしている【3-37-16】。
　また，2004年度から，講座の成果に基づく論集・報告集としリバ
ティアカデミーブックレットを刊行している。申請された論文等
は，リバティアカデミー運営委員会の下に設置される審査委員会の
厳正な審査を経て刊行される【3-37-17】。2014年度は5冊が刊行さ
れ，総数は30冊となった【3-37-18】。
　地域連携推進センター実施の講座および連携事業についても，ア
ンケートを実施し，次年度以降の講座および事業運営にフィード
バックしている【3-37-19】。
　リバティアカデミー，地域連携推進センター講座の担当講師は，
重複する一部の教員に多くの負担をかけている傾向がある。

　ブックレットの評価
は高く，リバティアカ
デミー講座の教材とし
ても活用されているほ
か，学内書籍店でも販
売しており，本学の実
践的な知と教育研究成
果を広く社会に還元し
た。さらに，受講生の
学びの成果の発信の場
としての機能も有して
いる。

　リバティアカデ
ミー，地域連携推進セ
ンター講座の担当講師
は，重複する一部の教
員に多くの負担をかけ
ている傾向がある。

　講座の成果に基づ
く，アカデミードク
ター授与者等の学びの
成果論集としても積極
的に刊行していく。

　リバティアカデミー
運営委員会の下に置か
れた専門部会を強化す
るなどして，本大学教
員の事業推進協力者を
増やしていくための方
策を立て，実施してい
く。

3-37-16 リバティアカ
デミー講座アンケート
3-37-17 明治大学リバ
ティアカデミーブック
レットの発行に関する
内規
3-37-18 リバティアカ
デミーブックレット№
26～30
3-37-19 地域連携推進
センター講座アンケー
ト結果
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第３章　教員・教員組織

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

教員の資質向上のための研修・諸活動（ＦＤ）の実施状況とその有効性
b ●教育研究，その他の諸活動（※）に関

する教員の資質向上を図るための研修
等を恒常的かつ適切に行っているか。

（※）社会貢献，管理業務などを含む
『教員』の資質向上のための活動。『授
業』の改善を意図した取組みについて
は，「基準４」（３）教育方法で評価しま
す。
　　　　　　　　【６００～８００字】

② ＦＤの実施状況と有効性
　講師任用基準講師ガイドラインによって講師の基本姿勢・責務を
周知している。
　全講座の受講生に講座満足度のアンケート調査を実施している。
その結果を講師へフィードバックすることで，講師は授業評価を知
ることができる【3-37-20】。

3-37-20 2014年度リバ
ティアカデミー講座ア
ンケート結果
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第５章　学生の受け入れ　

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学生の受け入れ方針を明示しているか
求める学生像の明示及び当該課程に入学するに当たり修得しておくべき知識等の内容・水準の明示及び社会への公表
a ◎理念・目的、教育目標を踏まえ、求め

る学生像や、修得しておくべき知識等の
内容・水準等を明らかにした学生の受
け入れ方針を定めていること。
◎公的な刊行物、ホームページ等に
よって、学生の受け入れ方針を、受験
生を含む社会一般に公表していること。
【約４００字】

　リバティアカデミーは，年齢，性別，学歴等を問わず，誰でも入
会ができ，多様な世代からの受け入れを目指す。
　
①　求める学生像の明示
　リバティアカデミーは，会員制であるが，会員の登録は，年齢，
性別，学歴を問わず，誰でも入会できる。前期と後期に講座の募集
を行っている。
　また，「ビジネスプログラム」「教養・文化」「資格・実務・語
学」各講座受講料が20％割引になる法人会員制度があり，法人会員
制度の案内パンフレット【5-37-1】で法人会員を募集している。法
人会員制度を見直し，新規入会特典として入会年度法人会員無料と
なる法人優待制度を導入し，パンフレット・ホームページで周知
し，会員数が著しく増加した。
　語学講座については，講座レベルのミスマッチを防ぐために，講
座レベル度をパンフレットに明記したうえで，ガイダンス授業を開
催している【5-37-2】。

　法人会員制度の拡充
を目的として，新規入
会特典として入会年度
法人会員無料となる法
人優待制度を導入し，
パンフレット・ホーム
ページで周知し，会員
数が著しく増加した。

　引き続き新規入会者
を獲得するために積極
的に広報展開していく
とともに，初年度会員
無料期間終了後の法人
会員には，本会員に移
行してもらえるよう，
充実した講座展開を図
るとともに，会員特典
を広報していく。

　 5-37-1 リバティアカ
デミー法人優待制度の
ご案内（パンフレッ
ト）
5-37-2リバティアカデ
ミーパンフレット
（2014年度）

障がいのある学生の受け入れ方針と対応
b ●該当する事項があれば説明する【約

２００字】
　障がいのある受講生の受講に伴い，介助するボランティアの無料
参加を認めるなど，柔軟な対応をしている。

（２）学生の受け入れ方針に基づき，適切に学生募集及び入学者選抜を行っているか
a ●学生の受け入れ方針と学生募集、入

学者選抜の実施方法は整合性が取れ
ているか。（公正かつ適切に学生募集
及び入学者選抜を行っているか，必要
な規定，組織，責任体制等の整備して
いるか）【約４００字】

　春期および秋期に発行されるリバティアカデミーパンフレットに
て，受講生を募集している。パンフレットは，リバティアカデミー
会員，学生，校友，父母会役員，企業，自治体等に幅広く送付して
いる【5-37-3】。
　また，リバティアカデミーの公式ＷＥＢサイトにおいても公開し
ている【5-37-4】。
　全国校友に対する発送号である「明治大学広報（9月号）」「明
治大学広報（1月号）」において，2014年度リバティアカデミー講
座を案内し，全国の校友に対しての広報を強化した【5-37-5,6】。
　司書講習においては，運営委員会で受講生の質を確保すべく合否
判定し，学生派遣プログラムについては，センター長と事務局で応
募書類を総合的に判断して選考している。

5-37-3 リバティアカ
デミーパンフレット
（2014年度）
5-37-4 リバティアカ
デミーホームページ
https://academy.meij
i.jp/
5-37-5 明治大学広報
671号
5-37-6 明治大学広報
675号

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

2012年度 2013年度 2014年度

個人会員数 14,328人 14,432人 11,845人

法人会員数 59社 50社 77社

受講生数 18,399人 21,327人 19,683人

過去３年度の会員数と受講者数
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第６章　学生支援

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学生が学修に専念し，安定した学生生活を送ることができるよう学生支援に関する方針を明確に定めているか
b ●方針に沿って，修学支援のための仕組

みや組織体制を整備し，適切に運用して
いるか。
　○留年者，休退学者の状況把握と対応
　○障がいのある学生に対する対応
　○外国人留学生に対する対応
　○学生支援の適切性の確認
　　　　　【約４００字～８００字程度】

　本大学学生の資格取得，就職活動支援を目的に資格実務講座を開
講している。

　ＴＯＥＩＣ®・ＴＯＥＦＬ®スコアアップ講座，英会話講座などを
設置し，留学希望者を含めた学生の語学力アップを支援している
【6-37-1】。2015年4月には，駿河台キャンパス，和泉キャンパス
で開講し，好評な「チャレンジ！毎日学ぶ英会話」を生田キャンパ
スにおいても開設した。なお，受講前には，講座内容紹介，講座レ
ベルのマッチングを目的に，ガイダンスを開催している。
　また，本大学学生のみを対象に，教員採用試験対策として，教員
採用試験準備講座を開講し，94名が受講した。

（２）学生への修学支援は適切に行われているか
●方針に沿って，修学支援のための仕組
みや組織体制を整備し，適切に運用して
いるか。
　○留年者，休退学者の状況把握と対応
　○障がいのある学生に対する対応
　○外国人留学生に対する対応
　○学生支援（補習・補充教育に関する支
援
  など）の適切性の確認
　　　　　【約４００字～８００字程度】

　講座を欠席した際は，欠席フォローとして，講座録音のダビング
サービスを行っている。
　経済的支援措置の適切性の観点から，入会金及び受講料について
は，学生料金を設定して経済的負担を軽減している。
　さらに，学部実習料によるリバティアカデミー講座受講（無料，
一部助成）が可能であり，法学部，商学部，政治経済学部，情報コ
ミュニケーション学部が導入しているほか専門職大学院グローバル
ビジネス研究科大学院学生も対象としている【6-37-2】。
　地域連携推進センターが実施する学生参加型プログラムは留学生
も募集対象としているが，留学生の参加が少ない。

　法学部，商学部，政
治経済学部，情報コ
ミュニケーション学部
及び専門職大学院グ
ローバルビジネス研究
科大学院では，学部実
習料によるリバティア
カデミー講座受講（無
料，一部助成）が可能
である。

　地域連携推進セン
ターが実施する学生参
加型プログラムは留学
生も募集対象としてい
るが，留学生の参加が
少ない。

　本大学学生支援のた
め学部実習料等による
リバティアカデミー講
座受講が可能となるよ
うに，講座内容を積極
的に周知し，関係機関
と協議調整していく。

　地域連携プログラム
を留学生に対して積極
的に広報する。
　留学生が参加しやす
いプログラムを検討・
実施する。

6-37-2 リバティアカ
デミー助成制度（学部
別 2014年度）

Alt＋Enterで箇条書きに

 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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第７章　教育研究等環境

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育研究等環境の整備に関する方針を明確に定めているか
a ●　学生の学修，教員の教育研究の環境

整備に関わる方針を，当該大学の理念，
目的を踏まえて，定めているか。

　リバティアカデミーは，アカデミーコモン11階を中心に生涯学習
事業を展開しているが，講座数の増加に伴い，曜日・時間帯によっ
ては，教室不足の問題が浮上している【7-37-1】。
　アカデミーコモンに教室が不足する際には，学部大学院授業で使
用していない他の建物の教室で講座を実施している。リバティアカ
デミーの開講方針を量的拡大ではなく，質の充実に求めることに事
業推進を図るとともに，教室の効率的な運用に努めている。

7-37-1 アカデミーコ
モン11階教室使用状況
一覧

（２）十分な校地・校舎および施設・設備を整備しているか
a ●　方針に沿って，施設・設備，機器・備品

を整備し，管理体制や衛生・安全を確保す
る体制を備えているか。

　生涯教育の拠点として，2004年にアカデミーコモンがオープンし
た。11階に教室，交流サロンが設置されており，有効に活用されて
いるが，講座数の増加に伴い，曜日・時間帯によっては，教室が不
足している【7-37-2】。
　中野キャンパスにおいては，交流ギャラリーでリバティアカデ
ミー講座を展開している。交流ギャラリー前室に事務局を設置し，
受講生及び講師をサポートしている。黒川農場には生涯教育専用ア
カデミー棟が整備され，十分な環境が整っている。生田キャンパス
では，地域産学研究連携研究センター地階多目的ホールで講座を展
開しているが，リバティアカデミーをウ遠泳する事務局執務スペー
スがない。
　情報環境整備については，教育の情報化推進本部に対して，改善
要望等を示し，改善に努めている。
　アカデミーコモンに教室が不足し，グローバルフロントで開講し
た講座の終了後に，建物外階段で転倒事故が発生したのを受け，関
係部署に依頼し，階段周辺での安全対策を講じた。

　講座数の増加によ
り，アカデミーコモン
だけでは教室数が不足
し，リバティタワー，
12号館，グローバルフ
ロントの一部を使用し
ているが，講座によっ
て毎回教室が変わるこ
とで，講座運営に支障
を来たしている。
　午前中は比較的教室
に余裕があるため，教
室の効率的な運用に努
める。生田キャンパス
には，リバティアカデ
ミーを運営していく事
務局執務スペースがな
いため，環境を整備し
ていく必要がある。

　アカデミーコモン11
階教室の使用状況に鑑
み，曜日・時間帯に
よって稼働率がばらつ
かないよう，教室の効
率的な運用に努める。

　環境整備のために，
教室の増設，生田キャ
ンパスにおける執務ス
ペース確保などについ
てを年度計画書などに
より改善を図る。

7-37-2 アカデミーコ
モン11階教室使用状況
一覧

Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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第８章　社会連携・社会貢献

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）社会との連携・協力に関する方針を定めているか
●社会連携・社会貢献に関する方針を定
めているか。
●教職員・学生が方針を共有しているか。

　本大学は，建学の精神である「権利自由・独立自治」を継承し，
また都心型大学としての特長を活かして，その使命と責任を果たす
必要があり，「社会連携ポリシー」を社会との連携・協力に関する
方針として定め，大学ホームページを通じて広く社会に公表してい
る【8-37-1】。その中で「『社会連携』を『研究』と『教育』に加
えて大学の重要な使命として明確に位置付けるとともに，これに教
職員等が一致協力して取り組み，大学の社会的責任を果たす必要が
あり，産業界等の活性化にとどまらず，より広い視点から社会の発
展に寄与することに努めなければならない」と基本姿勢を明確にし
た上で，環境保全・平和利用，主体性・自主性の尊重，情報の公開
と管理の原則，法令等の遵守から構成される４つの原則を明示して
いる。

8-37-1 社会連携ポリ
シー

（２）教育研究の成果を適切に社会に還元しているか
①教育研究の成果を基にした社会へのサービス活動

Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

○生涯学習の推進（リバティアカデミー）に
よる教育研究の成果の還元
※連携の目的や将来構想等を付記いただ
くとより分かりやすいと思います。講座数，
受講者数等も本文中に記載するようお願
いします。
根拠資料をご検討ください。
※加えて，受講者アンケート（授業評価）
や外部評価委員会による評価など検証の
仕組みがあれば追記してください。

＜教育研究の成果を基にした社会へのサービス活動＞
○生涯学習の推進（リバティアカデミー）による
  教育研究の成果の還元
　リバティアカデミーは1999年に生涯学習の支援を行うとともに，
職業能力の再訓練及び向上を図るための教育活動を行うことによ
り，大学の開放を推進することを目的に設立した【8-37-2】。現在
では，社会連携機構の下にリバティアカデミーを設置し，生涯学習
機関としてのカリキュラム編成や教育の質向上を図っている。リバ
ティアカデミーは「多様化し，深化する社会のニーズに対応したカ
リキュラムや講座を企画・設置し，生涯教育の内容の高度化を図
る」ことを実現すべく2014年度は405講座を開講し，19,683名が受
講した【8-37-3】。リバティアカデミー講座の講師は，本大学教職
員をコーディネータとして講座企画あるいは講師とすることを方針
としており，2014年度は延べ310名の本学教職員が参加した。リバ
ティアカデミー講座の延べ講師数は810名であり，本学教職員の割
合は38.2％となっている【8-37-4】。また，カリキュラムは，大学
の知を広く開放するものとして「教養・文化講座」，高度職業人養
成に向けて最新のビジネススキルを提供する「ビジネスプログラ
ム」，学生の就職や資格取得を支援する「資格・実務・語学講座」
等に大別され，公開学習プログラムとして開講している。リバティ
アカデミーでは，多様な生涯学習ニーズに対応するため，履修証明
制度を活用した「女性のためのスマートキャリアプログラム」，教
養文化講座におけるゼミ形式講座も開設している【8-37-5】。
　特色ある活動として，文部科学省や東京都などから委嘱･委託事
業を受け，また「民間企業のビジネス研修」を受託し，「オーダー
メード型社員研修」として実施している。これらビジネス研修等を
支える仕組みとして「法人会員」制度があり，2014年度には77社が
会員登録しており，企業研修の一環として派遣される受講生も多い

　

〇生涯学習の推進（リ
バティアカデミー）
　リバティアカデミー
事業推進における推進
方針として，量的拡大
よりも質的向上をめざ
し，多様な生涯学習
ニーズに対応するた
め，教養文化講座でゼ
ミナール形式の講座を
開設したほか，2015年
4月からは履修証明プ
ログラム「女性のため
のスマートキャリアプ
ログラム」を開設し
た。さらに，リバティ
アカデミー新規入会者
獲得及び既存会員への
特典として開設する
オープン講座について
も分類・整理し，開設
方針の見直しを図っ
た。

〇生涯学習の推進（リ
バティアカデミー）
　量的拡大から質的向
上をめざす事業推進方
針に基づき，これまで
の個々の講座の企画を
中心としたボトムアッ
プ的な運営から，今後
はカリキュラム全体
や，個々の講座の質向
上などに関して，各専
門部会及び運営委員会
において，全体的観点
からマネジメントを強
化し，教育内容の高度
化や，学習ニーズに対
応したプログラムを編
成していく。履修証明
制度は，リバティアカ
デミーの公開プログラ
ムに本大学の学部大学
院授業科目等を組み合
わせることも可能なた
め，大学院研究科・学
部との連携についても
検討していく。
　さらに，企業受託研
修，寄付講座など外部

8-37-2 明治大学リバ
ティアカデミー要綱
8-37-3 リバティアカ
デミー講座数，受講者
数推移
8-37-4 2014年度リバ
ティアカデミー講師数
8-37-5　リバティアカ
デミーパンフレット
（2014年度）
8-37-6 リバティアカ
デミー法人優待制度の
ご案内（パンフレッ
ト）
8-37-7 リバティアカ
デミー受講生数・会員
数推移
8-37-8 明治大学リバ
ティアカデミー修了証
書等授与基準（内規）
8-37-9 2014年度リバ
ティアカデミー称号授
与者について
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第８章　社会連携・社会貢献

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（検証システムと改善実績） 　運営面では，「リバティアカデミー運営委員会」の下にカテゴ
リーごと，キャンパスごとの６専門部会を設置し，運営委員会委員
及び各専門部会委員として，全ての学部の教員が構成員となるよう
配慮し，全学的協力の下でプログラムの企画・立案を行っている
【8-37-10】。生涯学習機関としての質を担保するため，リバティ
アカデミー要綱に基づき「講座の開設及び開講基準」及び「講師任
用基準」内規【8-37-11・12】によって運営され，「リバティアカ
デミー講師に関するガイドライン」【8-37-13】としてリバティア
カデミー講師としての基本姿勢と責務を明確化している。
　2014年度にリバティアカデミー運営委員会は4回開催し，開設講
座や称号授与，ブックレット発行について審議したほか，2013年度
の事業実績を振り返り，2014年度の事業推進方針を審議した【8-
37-14】。また，毎年，社会連携機構としてリバティアカデミーの
自己点検・評価を行っており，次年度の講座企画・運営のための検
証を行っている【8-37-15】。検証システムの柱となるのは「講座
終了時の受講者アンケート」【8-37-16】による教育方法や教材等
の受講満足度や講座ニーズに関する調査である。その調査結果は担
当講師へフィードバックすることにより，次回以降の講座の質保証
に生かされている【8-37-17】。開設講座を検討する「専門部会」
及び開設講座を審議決定する「リバティアカデミー運営委員会」で
は，受講生のニーズに応える新規講座の開設を検討する材料とする
など，厳格な講座運営を行っている【8-37-18】。

　 8-37-10 リバティアカデ
ミー運営委員会専門部会
について
8-37-11 明治大学リバ
ティアカデミー講座の開
設及び開講基準（内規）
8-37-12 明治大学リバ
ティアカデミー講師任用
基準（内規）
8-37-13 リバティアカデ
ミー講師に関するガイド
ライン
8-37-14　リバティアカ
デミー運営委員会議事録
8-37-15 明治大学自己点
検・評価報告書（大学評
価ホームページにて冊子
と同様の内容を公開）
http://www.meiji.ac.jp
/koho/about/hyouka/sel
f/index.html
8-37-16 リバティアカデ
ミー講座アンケート
8-37-17 2014年度リバ
ティアカデミー講座アン
ケート結果
8-37-18 リバティアカデ
ミー運営委員会議事録

  
　

　

【8-37-6】。受講者数は1999年設立時の2,081名からここ数年は2万
人前後で推移している。リバティアカデミーは，職業能力の再訓練
を図る教育活動も目的の一つとしていることから，受講者の年齢分
布を評価指標として検証すると20歳代以下16.5%，30歳代7%，40歳
代10%，50歳代13%，60歳代29%，70歳代以上25%と幅広い世代に必要
な教育成果を還元している。さらに30歳代から50歳代の就労世代の
受講が3割を超え，職業能力向上を含めた継続学習に資している点
において所期の目的を達成し，教育研究成果を社会に還元する責務
を十分に果たしている【8-37-7】。
　また，2005年度から受講生の継続的な学習を支援し，受講成果を
認証することを目的として，単位制度（アカデミーポイント：Ａ
Ｐ）を独自に設定し，累積修得ポイントを個人ページで確認できる
よう配慮している。ポイントは，7.5時間１ポイントで，90分授業
５回相当となっている。さらに規定単位に達した場合に教養・文化
講座受講者に「リベラルアーツ」，ビジネスプログラム受講者に
「ビジネス・アドミニストレーション」の称号を授与しており【8-
37-8】，2014年度は289名に授与した【8-37-9】。称号授与者とは
交流会を実施し，授与者からの意見を講座運営の質的改善及び事務
局サービスの向上に役立てている。2014年度は89名の称号授与者が
参加した。

　 　

　

資金を用いた講座を積
極的に展開していく。

 

 

 

　

 

 

 

 



  2014年度社会連携機構　自己点検・評価報告書

第８章　社会連携・社会貢献

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

○地域社会との連携，自治体への政策形
成への寄与
※加えて，受講者アンケートや外部評価
委員会による評価など検証の仕組みがあ
れば追記してください。根拠資料を検討く
ださい。

○地域社会との連携，自治体への政策形成への寄与
　地域社会との連携については，社会連携機構の下に地域連携推進セ
ンターを設置し，地域連携推進センター長が運営責任者となる「地域
連携推進センター運営委員会」が，地域や社会との連携による研究成
果の社会への還元を図っている。本運営委員会は，地域社会と連携し
て「地域人材の育成」や「地域課題の解決」を図ることにより，本大
学における教育研究の発展と地域社会への貢献に寄与することを目的
としている【8-37-19】。
　「創立者出身地である鳥取県（岸本辰雄），天童市（宮城浩蔵），
鯖江市（矢代操）の３地域」及び「キャンパス所在自治体」との連携
事業を中核に，「連携協定締結自治体」などとの連携事業において，
地域の課題解決（地域活性化等）を目的としたプログラムを多様な形
態で実施すべく，自治体との連携は現地での連携講座や自治体連携講
座（リバティアカデミーオープン講座，特別企画講座）など30講座を
実施し，計2,907名が受講している【8-37-20】。また，各地域・自治
体との連携に関して，協定等に基づく連携事業を推進する自治体数は
21自治体である。加えて，学内諸機関が推進する各種地域連携活動を
支援し，広く社会に発信することを実施することとしており，学内諸
機関及び専任教職員が推進する地域連携活動について調査し，ホーム
ページで公開し，自治体や地域社会とのハブ的機能を果たすことを目
的としている。各自治体とは連携協定等に基づき，連携事業の深化発
展を目的とする連携・連絡協議会を設置し，事業推進しており，地域
の活性化に寄与している。地域社会からの要請に応え，民間企業から
の受託事業「地域活性化調査事業」【8-37-21】や自治体からの要請に
応えた「自治体受託講座・研修」を実施している【8-37-22】。
　特に，2009年度から推進してきた創立者３名の出身地との協定につ
いては，2009年度に鳥取県・鳥取大学，2010年度には山形県天童市，
2011年度には福井県鯖江市と協定を締結し【8-37-23・24・25】，各種
連携講座や「ふるさと食のフェア」を実施するなどして活性化を図っ
ている。2012年３月には文部科学省と共催した「熟議 2012 in 明治大
学」では，大学と自治体間のネットワークを構築することができた他
【8-37-26】，熟議手法を活用し，学生参加による本大学独自の社会連
携プログラムである「創立者出身地への学生派遣プログラム2012」の
実施につながり，「同プログラム2014」を実施した。学生参加による
社会連携活動は，現地フィールドワークにおいて地域の課題を発見
し，地域の多様な組織体や住民との交流を踏まえ，地域活性化の政策
提言の報告会を行うもので，地域住民の地域活性化への「気づき」に
つなげる一助となっている【8-37-27】。

　学内諸機関及び地域連
携推進センターが推進す
る地域課題の解決や地域
社会と連携した地域人材
育成等の地域連携活動に
ついて調査・把握のう
え，情報公開したが，集
積した情報がデータベー
ス化されておらず，必ず
しも全学的地域連携事業
のハブ的機能を果たすこ
とには至っておらず，地
域連携推進センターが目
的とする地域連携活動
が，本大学における教
育・研究活動の発展に充
分に結びついているとは
言い難い。

　学部等学内諸機関及び
専任教職員が推進する地
域連携活動等について調
査・把握し，データベー
スを構築したうえで，広
く社会に情報発信に努め
るとともに，自治体等地
域社会からの要望や各種
補助金助成金の情報を調
査し，マッチングを図
り，全学的な地域連携事
業のハブ的機能を果たし
ていく。

8-37-19 明治大学地域連
携推進センター要綱
8-37-20 リバティアカデ
ミー開講講座のうち自治
体等との連携による講座
数及び参加者数
8-37-21 地域活性化調査
事業報告書
8-37-22 地域連携推進セ
ンター事業相関図
8-37-23 明治大学・鳥取
大学・鳥取県との連携協
力に関する協定書
8-37-24 山形県天童市と
明治大学との連携協力に
関する協定書
8-37-25 鯖江市と明治大
学との連携協力に関する
協定書
8-37-26 明治大学・文部
科学省主催「熟議2012in
明治大学」報告書（抜粋
版）
8-37-27 創立者出身地へ
の学生派遣プログラム
2014実施報告書
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評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（検証システムと改善実績） 　新規連携事業希望自治体からの連携事業推進に関しては，2011年
度に「受入れ基準」を整備し，連携における最終目的を「包括連
携」に置くことを基本として質的・量的発展をめざしている【8-
37-28】。この基準により，各自治体との協議は円滑に進めること
ができ，2014年度には，長野県野沢温泉村との連携事業「学生派遣
プログラム」を実施し，地域の政策形成の寄与に一定の成果が得ら
れている【8-37-29】。
　2014年度に地域連携推進センター運営委員会は５回開催し，連携
事業の質的・量的発展を目指していくために，2013年度の活動実績
を振り返り，2014年度の活動方針を決定したうえで，2014年度事業
計画や自治体との連携事業内容，新規連携希望自治体との連携事業
推進方針を審議した【8-37-30】。また，毎年，社会連携機構とし
て地域連携推進センターの自己点検・評価を行い，次年度連携事業
を企画するための検証を行っている【8-37-31】。地域連携推進セ
ンターにおいては，「創立者出身地３地域」「キャンパス所在自治
体」「連携協定締結自治体」などとの連携事業において，個別地域
の課題解決（地域活性化等）を目的としたプログラムや地域連携活
動について専門的に検討する専門部会をおくことができることが規
定されているが，設置には至っていない。2014年度においては，
キャンパス所在自治体との連携強化の重要性に鑑み，各自治体との
部会設置に向けて，まず，キャンパス所在自治体との連携事業の推
進方針を策定し，社会連携機構役職者を各自治体の事業推進担当者
として配置した【8-37-32・33】。

　地域連携推進セン
ターにおいては，個別
地域の課題解決（地域
活性化等）を目的とし
たプログラムや地域連
携活動について専門的
に検討する専門部会を
設置するべく，まず，
キャンパス所在自治体
との連携事業の推進方
針を策定し，社会連携
機構役職者をそれぞれ
自治体との推進担当と
して事業推進すること
にした。

　キャンパス所在自治
体との連携事業の推進
方針に基づき，地域連
携推進センターにキャ
ンパス所在自治体ごと
の専門部会を設置し，
連携事業推進について
検討することに加え
て，リバティアカデ
ミーにおいても，地域
連携事業の一環として
の生涯学習機会提供の
観点から，地域連携推
進センターと連携した
事業推進について検討
する。

8-37-28 自治体連携にお
ける受入れ基準方針につ
いて
8-37-29 野沢温泉村への
学生派遣プログラム2014
報告書
8-37-30 地域連携推進セ
ンター運営委員会議事録
8-37-31 明治大学自己点
検・評価報告書（大学評
価ホームページにて冊子
と同様の内容を公開）
http://www.meiji.ac.jp
/koho/about/hyouka/sel
f/index.html
8-37-32　今後の各キャ
ンパスでの連携事業の推
進方針について
8-37-33　社会連携機構
スタッフ会議（2014-
12）議事メモ

8-37-34　今後の各キャ
ンパスでの連携事業の推
進方針について
8-37-35　2014年度明大
町づくり道場各イベント
企画書・報告書
8-37-36　第8回お茶の水
JAZZ祭チラシ
8-37-37　千代田区内大
学と千代田区の連携協力
に関する基本協定「千代
田学」
https://www.city.chiyo
da.lg.jp/koho/kurashi/
volunteer/renke/kihonk
yote.html
8-37-38　多摩区３大学
連携協議会
http://www.city.kawasa
ki.jp/tama/category/98
-10-5-1-0-0-0-0-0-
0.html
8-37-39　リバティアカ
デミーパンフレット
（2014年度）
8-37-40　麻生区６大学
協働ネットワーク会議
http://www.city.kawasa
ki.jp/asao/category/11
2-10-3-0-0-0-0-0-0-
0.html
8-37-41 中野区と明治大
学との相互協力に関する
基本協定書

キャンパス所在地域における連携 ○キャンパス所在地域における連携
　各キャンパス所在自治体における連携事業については，これまでの
実績を踏まえ制定した，各キャンパスおよび農場所在自治体等との連
携事業推進方針に基づき，事業推進すべく自治体との連携を図ってい
る【8-37-34】。
①駿河台キャンパス
　学生主体による音楽を通じた町づくり事業「明大町づくり道場」や
「お茶の水ＪＡＺＺ祭」を行っている【8-37-35,36】。お茶の水ＪＡ
ＺＺ祭は，千代田区長から協力要請を受けたことから端を発し，本大
学出身校友と本大学学生らからなる実行委員会が主催者となり，2007
年度以来，アカデミーコモン３階ホールを埋める約1,200名の来場者を
得て毎年開催している。
　また，千代田区とは，「千代田区内大学と千代田区の連携協力に関
する基本協定」に基づく教育支援事業である「千代田学」に2014年度
は2件採択され，教育面でも継続して所在地域との連携を図っている
【8-37-37】。
②生田キャンパス・黒川農場
　生田キャンパスの所在する川崎市多摩区とは，多摩区内の専修大学
及び日本女子大学とともに多摩区３大学連携協議会を設置し，連携事
業を実施している【8-37-38】ほか本大学地域産学連携研究センターと
連携した講座を実施した【8-37-39】。
　黒川農場所在の川崎市麻生区とは，麻生区内（一部隣接する町田
市）大学と麻生区６大学公学協働ネットワーク会議を設置し，連携事
業を実施している【8-37-40】。黒川農場を活用し，地域小中学生向け
の体験型事業を展開する方針を策定した。
③和泉キャンパス
　世田谷区が主催する「明大前街づくり学校」に国士舘大学，首都大
学とともに協力した。世田谷区及び杉並区とは連携協力に関する協定
締結を推進する方針に基づき，関係部局・和泉キャンパス内関係部署
と協議を実施した。
④中野キャンパス
　中野区と締結した連携協力に関する包括協定に基づき設置された連
絡協議会を開催し，中野キャンパス所属教員とも連携した連携事業を
推進している【8-37-41】。

 各キャンパス所在自治
体における連携事業につ
いては，これまでの実績
を踏まえ，各キャンパス
および農場所在自治体等
との連携事業推進方針を
定めた。

　キャンパス所在自治体
との連携事業の推進方針
に基づき，地域連携推進
センターにキャンパス所
在自治体ごとの専門部会
を設置し，連携事業推進
について検討することに
加えて，リバティアカデ
ミーにおいても，地域連
携事業の一環としての生
涯学習機会提供の観点か
ら，地域連携推進セン
ターと連携した事業推進
について検討する。
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第８章　社会連携・社会貢献

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

b （検証システムと改善実績）
●社会連携・社会貢献の適切性を検証
するにあたり，責任主体・組織，権
限，手続を明確にしているか。
●その検証プロセスを適切に機能さ
せ，改善につながっているか。

　2014年度に地域連携推進センター運営委員会は５回開催し，連携
事業の質的・量的発展を目指していくために，2013年度の活動実績
を振り返り，2014年度の活動方針を決定したうえで，2014年度事業
計画や自治体との連携事業内容，新規連携希望自治体との連携事業
推進方針を審議した【8-37-42】。また，毎年，社会連携機構とし
て地域連携推進センターの自己点検・評価を行い，次年度連携事業
を企画するための検証を行っている【8-37-43】。
　地域連携推進センターにおいては，「創立者出身地３地域」
「キャンパス所在自治体」「連携協定締結自治体」などとの連携事
業において，個別地域の課題解決（地域活性化等）を目的としたプ
ログラムや地域連携活動について専門的に検討する専門部会をおく
ことができることが規定されているが，設置には至っていない。
2014年度においては，キャンパス所在自治体との連携強化の重要性
に鑑み，各自治体との部会設置に向けて，まず，キャンパス所在自
治体との連携事業の推進方針を策定し，社会連携機構役職者を各自
治体の事業推進担当者として配置した【2-37-44，2-37-45】。

8-37-42 地域連携推進セ
ンター運営委員会議事録
8-37-43 明治大学自己点
検・評価報告書（大学評
価ホームページにて冊子
と同様の内容を公開）
http://www.meiji.ac.jp
/koho/about/hyouka/sel
f/index.html
8-37-44 今後の各キャン
パスでの連携事業の推進
方針について
8-37-45 社会連携機構ス
タッフ会議（2014-12）
議事メモ
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第９章　管理運営・財務　　１．管理運営

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）大学の理念・目的の実現に向けて，管理運営方針を明確に定めているか。
a ●意思決定プロセスや，権限・責任（教学

と法人の関係性），中長期的な大学運営
のあり方を明確にした管理運営方針を定
めているか。
●方針を教職員が共有しているか。

　生涯教育と地域連携の機能分化を図るため，社会連携機構の下に
リバティアカデミーと地域連携推進センターを設置し，事業を推進
する。また，相互調整を図るため，社会連携機構長，副機構長，リ
バティアカデミー長，副アカデミー長，地域連携推進センター長，
副センター長と学術・社会連携部長及び事務局を含めた社会連携機
構スタッフ会議を12回開催し，事業推進の方向性等を検証，協議す
ることで，連携協力関係を築きながら運営を行った【9-37-1】。
　また，外部業務委託が可能な講座運営業務については，積極的に
業務委託を活用している。
　地域連携推進センター関係業務については，講座管理システムを
構築し，各担当講師への出張申請および講師謝礼支払い書類を統一
化し，運用している。また，地域連携関係支出をリバティアカデ
ミーから分離することで，予算管理も明確になった。
　社会連携事務室職場研修会を開催し，リバティアカデミー，地域
連携推進センターの現状と課題，今後の展開について分析・共通理
解し，あわせて本大学のヴィジョンに沿った社会連携機構の事業推
進方針を共有した【9-37-2】。

9-37-1 社会連携機構
スタッフ会議議事メモ
9-37-2 職場研修会報
告書

（２）明文化された規程に基づいて管理運営を行っているか
a ◎関連法令に基づく管理運営に関する学

内諸規程の整備とその適切な運用
〇アカデミー長等の権限と責任の明確化
　2010年10月に制定された明治大学リバティアカデミー要綱及び明
治大学地域連携推進センター要綱において明確化されている。
〇アカデミー長等の選考方法の適切性
　リバティアカデミー要綱では，リバティアカデミー長・副アカデ
ミー長ともに，社会連携機構長の意見を聴いて，学長の推薦によ
り，理事会において任命されることが明記され，適切な選考となっ
ている。
　地域連携推進センター長・副センター長においても，同様に選出
されている。
〇意思決定プロセスの明確化
　リバティアカデミーでは，リバティアカデミー長を長とする運営
委員会の下に専門部会が設置され，運営委員会に付議する事項を整
理し，運営委員会の決定事項の推進にあたる。
　また，リバティアカデミー，地域連携推進センター相互の調整を
図るため，社会連携機構長，副機構長，リバティアカデミー長，副
アカデミー長，地域連携推進センター長，副センター長，学術・社
会連携部長と事務局を含めた社会連携機構スタッフ会議を定例的に
開催し，事業推進の方向性等を協議することで，連携協力関係を築
きながら運営している。
〇委員会の権限と責任の明確化
　2010年度に社会連携機構が創設され，生涯教育と地域連携との機
能分化を明確にした組織作りを行った。社会連携機構規程の下にリ
バティアカデミー要綱と地域連携推進センター要綱が制定され，趣
旨・目的・事業内容・それを支える組織について明記されている
【9-37-3,4,5】。

9-37-3 明治大学社会
連携機構規程
9-37-4 明治大学リバ
ティアカデミー要綱
9-37-5 明治大学地域
連携推進センター要綱

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。
●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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第９章　管理運営・財務　　１．管理運営

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。
●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（３）付属機関等の業務を支援する事務組織が設置され，十分に機能しているか
a ●事務組織の構成と人員配置の適切性

●検証プロセスを適切に機能させ，改善に
つながっているか

〇事務組織の構成と人員配置の適切性
　リバティアカデミーの運営および地域連携推進センター業務にか
かわる事務組織は学術･社会連携部社会連携事務室が担当する。専
任職員８名が事業企画を担当し，嘱託職員３名がサポートする。事
務室内の連絡調整のために，毎週１回連絡会を開催している。
　リバティアカデミーの講座運営については，専任職員５名，嘱託
職員２名により企画･立案し，講座運営を外部業務委託する体制は
上手く機能している。週に１回講座運営委託業者と定例会議を開催
し，諸課題を協議するとともに情報共有を図った。
　地域連携推進センターの運営については，専任職員３名，嘱託職
員１名により企画・立案し，各自治体との連絡調整を行っている。
　今後，地域連携推進センターが全学的規模の地域連携活動のハブ
的機能を果たしていくためには，現在の事務室専任職員人員では，
十分に対応していくことが困難であるため，連携事業推進に際して
の優先順位を付しながら，効率的な業務執行体制整備をはかるほ
か，専任職員の増員を継続して要望する。

　協定自治体，連携事
業実施自治体数の拡大
及び各キャンパスにお
ける生涯教育事業の拡
充に伴い，業務は拡大
の一途をたどる。地域
連携事業に優先順位を
付し，事業推進する必
要がある。

　自治体連携事業につ
いては，自治体からの
要望がいくつかに分類
されることが多いこと
及び連携事業関係業務
が拡大の一途をたどる
ことからも，推進する
事業に優先順位を付す
る観点から，受入れ基
準方針の見直しを行
う。
　リバティアカデミー
講座運営においては，
外部業務委託内容を常
に見直し，事務職員の
果たす役割を明確にし
たうえで業務遂行す
る。
　これらの業務を推進
しながら，組織の適正
規模及び適正人員を検
証し，専任職員の増員
を継続要望する。

（４）事務組織の意欲・資質の向上を図るための方策を講じているか
a （有効性，検証システムと改善状況）

●事務職員の資質向上に向けた研修など
を行うことによって，改善につながっている
か。

　社会連携事務室職場研修会を開催し，リバティアカデミー，地域
連携推進センターの現状と課題，今後の展開について分析・共通理
解し，あわせて本大学のヴィジョンに沿った社会連携機構の事業推
進方針を共有した【9-37-6】。

9-37-6 職場研修会報
告書
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現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）大学の諸活動について点検・評価を行い，結果を公表することで社会に対する説明責任を果しているか
a ◎自己点検・評価を定期的に実施し，公表

していること
　                      【約４００字】

① 評価に関する委員会等の設置（名称，メンバー，年間開催回
数）
　2013年7月に制定された社会連携機構自己点検・評価委員会内規
に基づき【10-37-1】，委員会を３回開催し，点検・評価を実施し
た【10-37-2】。
　また，リバティアカデミー講座運営委託業者に対しては業務運営
自己点検・評価の実施を依頼し，提出された報告書によって業務運
営状況を確認している【10-37-3】。
②評価報告書等の作成，公表
　明治大学自己点検･評価規程に基づき，自己･点検評価報告書を作
成，提出している【10-37-4】。
　社会連携機構が事業推進するリバティアカデミー各種講座や地域
連携事業は，メディアを活用して積極的に発信し，求められる情報
を提供している【10-37-5】。

10-37-1 社会連携機構
自己点検・評価委員会
内規
10-37-2 社会連携機構
自己点検・評価委員会
議事録
10-37-3 リバティアカ
デミー事務局自己点
検・評価報告書
10-37-4 明治大学自己
点検・評価報告書（大
学評価ホームページに
て冊子と同様の内容を
公開）
http://www.meiji.ac.
jp/koho/about/hyouka
/self/index.html
10-37-5 社会連携機構
ホームページ
http://www.meiji.ac.
jp/social/index.html

（２）内部質保証に関するシステムを整備しているか
a ●内部質保証の方針と手続を明確にして

いること。
●内部質保証をつかさどる諸組織（評価
結果を改善）を整備していること
●自己点検・評価の結果が改革・改善に
つながっていること
●学外者の意見を取り入れていること
●　文部科学省や認証評価機関からの指
摘事項に対応していること
　　　　【８００字～１０００字程度】

　リバティアカデミー講座については，全講座で受講生にアンケー
トを実施している【10-37-6】。アンケートでは，講座の満足度・
興味関心分野などの評価を求め，意見を自由に記述できる方式を併
用している。
　アンケートの集計結果については，リバティアカデミー運営委員
会及び専門部会にて公表している。専門部会においては，受講生の
興味関心を反映した次年度開設方針の企画に活用している。また，
アンケート結果は講師へフィードバックすることにより，各講師が
自己点検を行い，次年度の開設する講座企画に反映させている
【10-37-7】。

10-37-6 リバティアカ
デミー講座アンケート
10-37-7 2014年度リバ
ティアカデミー講座ア
ンケート結果

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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